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はじめに

対象読者 このマニュアルは、 Sybase ® ETL コンポーネン ト、 すなわち 
Sybase ETL Development と  Sybase ETL サーバのインス トールと設
定を担当するデータ管理者および開発者を対象と しています。

このマニュアルの使用方法 『Sybase ETL インス トール ・ ガイ ド』 は次のよ うに構成されてい
ます。

• 「第 1 章 概要」 は、 Sybase ETL コンポーネン トの概要です。 イ
ンス トールを開始する前に環境を準備するための要件につい
ても概要を説明します。

• 「第 2 章 インス トール」 では、 Sybase ETL コンポーネン ト を
インス トールする方法について説明します。

• 「第 3 章 インス トール後の作業」 Sybase ETL コンポーネン ト
をインス トールした後で実行する必要がある作業について説
明します。

• 「第 4 章 アップグレード」 では、 Sybase ETL コンポーネン ト
を以前のバージ ョ ンから最新のバージ ョ ンにアップグレード
する方法について説明します。

• 「第 5 章 アンインス トール」 では、 Sybase ETL コンポーネン
ト をアンインス トールする方法について説明します。

• 「第 6 章 Sybase IQ コネクティ ビティ ・ ド ラ イバのインス トー
ル」 では、 Sybase IQ に接続するためのド ライバのインス トー
ルおよび設定手順について説明します。

関連マニュアル この項では、 Sybase ETL マニュアル ・ セッ トについて説明します。
このマニュアル・セッ トは、Getting Started CD と  SyBooks™ の CD 
に収録されています。 Sybase ETL Getting Started CD には次のマ
ニュアルが収録されています。

• 使用しているプラ ッ ト フォームの 『Sybase ETL Replication 
Server リ リース ・ ノート 』 – マニュアルには記載できなかった
最新の情報が記載されています。

• 使用しているプラ ッ ト フォームの 『Sybase ETL インス トー
ル ・ ガイ ド』 ( このマニュアル ) – Sybase ETL コンポーネン ト
のインス トール手順について説明しています。
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Sybase ETL SyBooks CD には次のマニュアルが収録されています。

• 『Sybase ETL 新機能ガイ ド』 – Sybase ETL 4.8 の新機能について説
明しています。

• 『 Sybase ETL ユーザーズ・ ガイ ド 』 – データ ・ プロバイダから
データ ・ ターゲッ トにデータを変換する方法について説明してい
ます。 

• 『Sybase ソフ ト ウェア資産管理クイ ッ ク ・ スタート ・ ガイ ド』 – 
Sybase 製品およびユーザが少ない環境で簡単にインス トールを行
う方法について説明しています。 

• 『Sybase ソフ ト ウェア資産管理ユーザーズ ・ ガイ ド』 – 資産管理構
成の概念と作業について説明しています。

その他の情報ソース Sybase Getting Started CD、 SyBooks CD、 Sybase Product Manuals Web サ
イ ト を利用する と、 製品について詳し く知るこ とができます。 
• Getting Started CD には、 PDF 形式のリ リース ・ ノート と インス

トール ・ ガイ ド、 および SyBooks CD に含まれていないその他の
マニュアルや更新情報が収録されています。 この CD は製品のソ
フ ト ウェアに同梱されています。 Getting Started CD に収録されて
いるマニュアルを参照または印刷するには、 Adobe Acrobat Reader 
が必要です (CD 内のリ ンクを使用して Adobe の Web サイ トから無
料でダウンロードできます )。

• SyBooks CD には製品マニュアルが収録されています。 この CD は
製品のソフ ト ウェアに同梱されています。 Eclipse ベースの 
SyBooks ブラウザでは、 使いやすい HTML 形式のマニュアルにア
クセスできます。

一部のマニュアルは PDF 形式で提供されています。 それらのマ
ニュアルは SyBooks CD の PDF ディ レク ト リに収録されています。
PDF ファ イルを開いたり印刷したりするには、 Adobe Acrobat 
Reader が必要です。

SyBooks をインス トールして起動するまでの手順については、
Getting Started CD の 『SyBooks インス トール ・ ガイ ド』、 または 
SyBooks CD の 『README.txt』 ファ イルを参照して ください。

• Sybase Product Manuals Web サイ トは、SyBooks CD のオンライン版
であ り、 標準の Web ブラウザを使ってアクセスできます。 また、
製品マニュアルのほか、 EBFs/Maintenance、 Technical Documents、
Case Management、 Solved Cases、 ニュース ・ グループ、 Sybase 
Developer Network へのリ ンク もあ り ます。

Sybase Product Manuals Web サイ トは、 Product Manuals 
(http://www.sybase.com/support/manuals/) にあ り ます。
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Web 上の Sybase 製
品の動作確認情報

Sybase Web サイ トの技術的な資料は頻繁に更新されます。

❖ 製品動作確認の最新情報にアクセスする 
1 Web ブラウザで Technical Documents 

(http://www.sybase.com/support/techdocs/) を指定します。

2 [Certification Report] をク リ ッ ク します。

3 [Certification Report] フ ィルタで製品、 プラ ッ ト フォーム、 時間枠
を指定して [Go] をク リ ッ ク します。

4 [Certification Report] のタイ トルをク リ ッ ク して、 レポート を表示
します。

❖ コンポーネン ト動作確認の最新情報にアクセスする

1 Web ブラウザで Availability and Certification Reports 
(http://certification.sybase.com/) を指定します。

2 [Search By Base Product] で製品ファ ミ リ とベース製品を選択する
か、 [Search by Platform] でプラ ッ ト フォームとベース製品を選択
します。

3 [Search] をク リ ッ ク して、 入手状況と動作確認レポート を表示し
ます。

❖ Sybase Web サイト  ( サポート・ ページを含む ) の自分専用のビューを作成する

MySybase プロファイルを設定します。 MySybase は無料サービスです。
このサービスを使用する と、 Sybase Web ページの表示方法を自分専用
にカスタマイズできます。

1 Web ブラウザで Technical Documents 
(http://www.sybase.com/support/techdocs/) を指定します。

2 [MySybase] をク リ ッ ク し、 MySybase プロファ イルを作成します。

Sybase EBF と ソフ
ト ウェ ア・ メ ンテナ
ンス

❖ EBF とソフ トウェア ・ メンテナンスの最新情報にアクセスする

1 Web ブラウザで Sybase Support Page (http://www.sybase.com/support) 
を指定します。

2 [EBFs/Maintenance] を選択します。 ユーザ名とパスワードの入力
が求められたら、 MySybase のユーザ名と パスワード を入力します。

3 製品を選択します。
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4 時間枠を指定して [Go] をク リ ッ ク します。 EBF/Maintenance リ
リースの リ ス トが表示されます。

鍵のアイコンは、 自分が Technical Support Contact と して登録され
ていないため、 一部の EBF/Maintenance リ リースをダウンロード
する権限がないこ とを示しています。 未登録ではあるが、 Sybase 
担当者またはサポート ・ センタから有効な情報を得ている場合
は、 [Edit Roles] をク リ ッ ク して、 「Technical Support Contact」 役割
を MySybase プロファ イルに追加します。

5 EBF/Maintenance レポート を表示するには [Info] アイコンをク リ ッ
ク します。 ソフ ト ウェアをダウンロードするには製品の説明をク
リ ッ ク します。

表記規則 このマニュアルで使用されている書体の表記規則は次のとおりです。

アクセシビリ ティ に
関する機能

このマニュアルには、 アクセシビ リ テ ィ を重視した HTML 版もあ り
ます。 この HTML 版マニュアルは、 スク リーン ・ リーダーで読み上
げる、 または画面を拡大表示するなどの方法によ り、 その内容を理解
できるよ う配慮されています。

書体の表記例 内容

コマンド  名および
メ ソ ッ ド  名

説明文で使用された場合、 このフォン トは次
のよ うなキーワードを示す。

• 説明文で使用されるコマンド名

• 説明文で使用される  C++ および Java のメ
ソ ッ ド名やク ラス名

• 説明文で使用される  Java パッケージ名

myCounter 変数

Server.log
myfile.txt

斜体は次の内容を示す。

• プログラム変数

• 代入する必要がある入力テキス トの部分

• ディ レク ト リおよびファイル名

[ ファ イル ] - [ 保存 ] メニュー名と メニュー項目はプレーン ・ テキ
ス トで表記される。 ハイフンはメニューの選
択肢間の移動を示す。 たと えば、[ ファ イル ] - 
[ 保存 ] は、 [ ファ イル ] メ ニューから  [ 保存 ] 
を選択するこ とを示す。

create table

table created

等幅フォン トは次の内容を示す。

• コマンド ・ ラインまたはプログラム・ テキ
ス トに入力する情報

• 出力例
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Sybase ETL マニュアルは、 連邦リハビ リ テーシ ョ ン法第 508 条のアク
セシビ リ ティ規定に準拠しているこ とがテス トによ り確認されていま
す。 第 508 条に準拠しているマニュアルは通常、 World Wide Web 
Consortium (W3C) の Web サイ ト用ガイ ド ラインなど、米国以外のアク
セシビ リ ティ ・ ガイ ド ラ インにも準拠しています。

注意  アクセシビ リティ ・ ツールを、 各自にとって最適な状態で使用
するには、 設定が必要な場合があ り ます。 一部のスク リーン ・ リー
ダーは、 テキス トの大文字と小文字を区別して発音します。 たとえば、
すべて大文字のテキス ト  (ALL UPPERCASE TEXT など ) はイニシャル
で発音し、 大文字と小文字の混在したテキス ト  (MixedCase Text など ) 
は単語と して発音します。 構文規則を発音するよ うにツールを設定す
るこ とをおすすめします。 詳細については、 ツールのマニュアルを参
照して ください。

Sybase のアク セシビリ ティ に対する取り 組みについては、 Sybase 
Accessibility (http://www.sybase.com/accessibility) を参照してく ださ い。
Sybase Accessibility サイ トには、 第 508 条と  W3C 標準に関する情報の
リ ンク もあ り ます。

不明な点があるときは Sybase ソフ ト ウェアのインス トール環境ごとに、 Sybase 製品の保守契
約を結んでいるサポート ・ センタ との連絡担当者がいます。 マニュア
ルやオンライン ・ ヘルプで解決できない問題がある場合は、 この担当
者を通して最寄りの Sybase のサポート ・ センタまでご連絡ください。
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第  1  章 概要

この章は、 Sybase ETL とそのコンポーネン トの概要です。 Sybase 
ETL コンポーネン トのインス トール環境を準備するための要件に
ついても概要を説明します。 インス トールを続行する前に、 この
章をお読みください。

Sybase ETL について
Sybase ETL には、 広範な変換機能を使用して、 複数の異機種デー
タ ・ ソースのデータまたはデータのコピーを  1 つまたは複数の
データ ・ ターゲッ トに統合するための抽出、 変換、 およびロード  
(ETL) 機能が備わっています。

Sybase ETL にはコンポーネント が   2 つあり 、 別々にインスト ー
ルさ れます。

• Sybase ETL Development
• Sybase ETL サーバ

Sybase ETL Development
Sybase ETL Development は、 データ変換プロジェク トやジ ョブ
の作成および設計を目的と したグラフ ィカル ・ ユーザ ・ インタ
フェース  (GUI) ツールです。 このツールには、 ETL 変換フローの
開発期間を短縮するための完全なシ ミ ュレーシ ョ ン環境とデバッ
グ環境が備わっています。 ETL Development は Windows でのみ使
用できます。

ト ピック ページ

Sybase ETL について 1
作業を始める前に 2
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ETL Development は、 2 つの主要なサブコンポーネン トに分かれてい
ます。

• ETL Development デスク ト ップ – グラフ ィカル ・ ユーザ ・ インタ
フェースが用意されています。 このデスク ト ップを使用して、
データ変換プロジェク トの作成および設計を行います。

• ETL Development エンジン – データベースへの接続やプロシー
ジャの実行などの実際の処理を制御します。

Sybase ETL サーバ

Sybase ETL サーバは、 スケーラ ブルな分散型のグリ ッ ド ・ エンジン
です。 データ ・ ソ ースに接続し 、 ETL Development で設計さ れた変
換フローを使用して、 データ ・ ターゲッ トやデータ ・ シンクへの
データの抽出およびロードを行います。

作業を始める前に
この項では、 Sybase ETL コンポーネン トのインス トールを開始する前
に実行する必要のある作業について説明します。 

ライセンスの取得 
ETL Development Sybase ETL Development をインス トールして実行す
るのに、 ライセンス ・ ファ イルは必要あ り ません。

ETL サーバ ETL サーバでは、 Sybase ソフ ト ウェア資産管理 (SySAM) 
のライセンス供与メカニズムを使用して、 ラ イセンス管理および資産
管理作業を行っています。 ETL サーバの購入後、 SPDC にアクセスし
て、 ラ イセンスを生成しダウンロード します。 詳細については、
『Sybase ソフ ト ウェア資産管理ユーザーズ ・ ガイ ド』 を参照して くだ
さい。 
ラ イセンスを生成する前に、 サポート付きのライセンス ・ モデルを使
用するかど うかを決定します。 サイ トにどちらが適切かを決定する方
法については、『 Sybase ソ フト ウェア資産管理ユーザーズ・ ガイ ド 』
の「 第 1 章 使用開始」 を参照してく ださ い。
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デフォルトでは、 ETL サーバには 30 日間の試用ライセンスが付いて
います。 30 日間の猶予期間は、 ライセンスなしで ETL サーバをインス
トールして使用できます。 猶予期間の終了後も製品の使用を継続する
には、 SPDC から有効なライセンスを取得し、 次のいずれかの方法で
ライセンスを適用する必要があ り ます。

• インス トール ・ ディ レク ト リの licenses フォルダにライセンスを
コピーします。

• 以前に配備したライセンス ・ サーバにライセンスを適用します。

詳細については、 「Sybase ETL サーバのインス トール」 (12 ページ ) を
参照して ください。

システム稼働条件の確認

ETL Development および ETL サーバをインス トールする前に、 システ
ムがソフ ト ウェアおよびハード ウェアの稼働条件を満たしているこ と
を確認します。

Sybase ETL Development

こ の項では、 ETL Development のプラ ッ ト フォーム、 オペレーティ
ング・ システム、 およびディ スク 領域に関する要件について説明し
ます。

オペレーティング ・ システム 
ETL Development でサポート されているプラ ッ ト フォームおよびオペ
レーティング ・ システムは次のとおりです。

• Windows XP Professional Service Pack 3 – 32 ビッ トおよび 64 ビッ ト

• Windows Vista – 32 ビッ トおよび 64 ビッ トの Windows Vista 
Business、 Business N、 および Enterprise エディシ ョ ン

• Windows 2003 – 32 ビッ トおよび 64 ビッ トの Windows 2003 Standard 
および Enterprise エディシ ョ ン

• Windows 2008 – 32 ビッ トおよび 64 ビッ トの Windows 2003 
Standard、 Enterprise、 および Data Center エディシ ョ ン

ディスク領域 
ETL Development に必要なディ スク領域の最小容量は 630MB です。
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Sybase ETL サーバ

この項では、 ETL サーバでサポート されているプラ ッ ト フォーム、 オ
ペレーティング ・ システム、 データベース、 およびデータベース ・ イ
ンタフェースについて説明します。

オペレーティング ・ システム

表 1-1 に、 ETL サーバでサポート されているプラ ッ ト フォームとオペ
レーティング ・ システムを示します。

表 1-1 ： Sybase ETL サーバ ・ プラッ ト フォームとオペレーティング ・ シス
テム

プラッ ト フォーム バージ ョ ン

HP Itanium • 11.23 – 64 ビッ ト  
• 11.31 – 64 ビッ ト

IBM AIX • 5.3 – pSeries 64 ビッ ト

• 6.1 – pSeries 64 ビッ ト

Microsoft Windows • Windows 2003 – 32 ビッ トおよび 64 ビッ トの 
Windows 2003 Standard および Enterprise エディ
シ ョ ン

• Windows XP Professional Service Pack 3 – 32 ビッ
トおよび 64 ビッ ト

• Windows Vista – 32 ビッ トおよび 64 ビッ トの 
Windows Vista Business、 Business N、 および 
Enterprise エディシ ョ ン

• Windows 2008 – 32 ビッ トおよび 64 ビッ トの 
Windows 2008 Standard、 Enterprise、 および 
Data Center エディシ ョ ン

Red Hat Enterprise Linux • 4.0 x86 – 32 ビッ トの Advanced Server および 
Workstation エディシ ョ ン

• 4.0 – 64 ビッ ト

• 5.0 – 32 ビッ ト 、 64 ビッ ト

• 4.0 on POWER – 64 ビッ ト

• 5.0 on POWER – 64 ビッ ト

Sun Solaris • 9 (SPARC) – 64 ビッ ト

• 10 (SPARC) – 64 ビッ ト

• 10 x86 – 64 ビッ ト

SuSE Linux Enterprise 
Server

• 9 SP2 – 32 ビッ ト 、 64 ビッ ト

• 10 – 32 ビッ ト 、 64 ビッ ト

• 9 SP4 on POWER – 64 ビッ ト

• 10 on POWER – 64 ビッ ト
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注意  Sybase IQ 15.0 では 32 ビッ トの Linux をサポート していません。

Sybase IQ 12.7 でのみサポート されているプラ ッ ト フォームを表 1-2 に
示します。

表 1-2 ： Sybase IQ 12.7 で Sybase ETL サーバにサポート されているプ
ラッ ト フォーム 

各プラ ッ ト フォームでサポート さ れるオペレーティ ング・ システム
の一覧の詳細については、 Sybase platform certifications Web サイ ト  
(http://certification.sybase.com) を参照して ください。

ディスク領域 
ETL サーバに必要なディ スク領域の最小容量は 560MB です。

インタフ ェース

コンポーネン トから送信元データベースまたは送信先データベースへ
の接続のために ETL Development でサポート されているインタフェー
スは次のとおりです。

• Sybase
• DB2
• ODBC – Sybase ETL Development と同じコンピュータに ODBC ド

ラ イバをインス トールし、 ターゲッ トのシステム ・ データ ・ ソー
ス名 (DSN) を定義する必要があ り ます。

• Oracle
• OLE DB
• SQLite Persistent – テス ト環境のみをサポート します。

プラッ ト フォーム バージ ョ ン

Red Hat Enterprise Linux • 4.0 x86 – 32 ビッ トの Advanced Server およ
び Workstation エディシ ョ ン

• 4.0 – 64 ビッ ト

• 5.0 – 32 ビッ ト

• 4.0 on POWER – 64 ビッ ト

SuSE Linux Enterprise Server • 9 SP2 – 32 ビッ ト 、 64 ビッ ト

• 10 – 32 ビッ ト

• 9 SP4 on POWER – 64 ビッ ト
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『Sybase ETL 4.8 ユーザーズ ・ ガイ ド』 の 「第 5 章 コンポーネン ト 」 に
ある 「データベース接続設定」 を参照して ください。

表 1-3 に、 ETL サーバでサポート されているインタフェース ・ ド ラ イ
バを示します。 
表 1-3 ： Sybase ETL サーバのインタフェース ・ ド ライバ ・ バージ ョ ン

注意  Sybase IQ 12.7 では、 Linux pSeries で ODBC ド ラ イバをサポート
していません。

ド ライバ バージ ョ ン

Sybase ネイティブ (Client-Library 
経由 )

12.5.2、 15.0

注意  Linux pSeries では、 Sybase ネイ
ティブ ・ ド ラ イバ (Client-Library 経由 ) 
のみがインタフェース と してサポート
されています。

Adaptive Server® Enterprise ODBC 15.00.00.325 (Windows のみ )
SQL Anywhere® ODBC

注意  バージ ョ ン 10.0 の時点では、
Adaptive Server Anywhere の名前が 
SQL Anywhere に変更されていま
す。

10.00.01.3415 
11.00.00 (IQ 12.7 のみ )

Sybase IQ 12.7 ODBC 9.00.02.2056 (Windows のみ )
10.00.01.3415 (Windows のみ )
11.00.00.1264

Sybase IQ 15.0 ODBC 11.00.00.1264
11.00.00.5120

IBM DB2 ネイティブ 8.1.8.762、 9.01.00.369
IBM DB2 ODBC 8.01.08.762、 9.01.00.369 (Windows のみ )
Microsoft Access ODBC 4.00.6305.00 (Windows のみ )

注意  バージ ョ ン番号は、 Windows オペ
レーティング ・ システムによって異な
る場合があ り ます。

Microsoft SQL Server ODBC 20.86.3959.00 (Windows のみ )
MySQL 5.1.4
Oracle ネイティブ (OCI (Oracle Call 
Interface) 経由 )

11.01.00.06

Oracle ODBC 11.01.01.06 (Windows のみ )
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データベース

表 1-4 に、 ETL サーバでサポート されている リポジ ト リ、 送信元、 送
信先データベースを示します。 

表 1-4 ： Sybase ETL サーバによるデータベースのサポート

注意  OLE DB インタフェースを使用した リポジ ト リへのアクセスはサ
ポート されていません。

データベース バージ ョ ン リポジト リ  送信元 送信先 ステージ

Sybase Adaptive Server 
Enterprise

15.0.2 ESD #6、 15.0.1 
ESD #4、 12.5.4、 および 
12.5.4 ESD #8

No Yes No Yes

Sybase SQL Anywhere 
Server

注意  バージ ョ ン 10.0 の時
点では、 Adaptive Server 
Anywhere の名前が SQL 
Anywhere に変更されてい
ます。

11.0、 10.0.1 Yes Yes No Yes

Sybase IQ 12.7 ESD #2 ～ ESD #5 お
よび 15.0

No Yes Yes Yes

IBM DB2 UDB 9.1 および 8.2 No Yes No No
Microsoft Access 2007 Yes Yes No No
Microsoft SQL Server 2000、 2005 SP2 Yes Yes No No
MySQL 5 No Yes No No
Oracle 10g、 11g No Yes No No
SQLite

注意  SQLite はテスト 環境
でのみ使用してく ださい。

3.3.5 No Yes No No
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インス トール ・ ディ レク ト リの決定 
Sybase ETL コンポーネント はデフォルト で、 次の場所にインスト ー
ルさ れます。

• ETL Development – C:\Program Files\Sybase\ETLDevelop48 

• ETL サーバ – C:\Program Files\Sybase\ETLServer48 
インス トーラでは、 C:\Program Files ディ レク ト リに既存の Sybase 
フォルダがあるかど うかを確認します。 Sybase ディレク ト リが見つ
かった場合は、 デフォルトでこのディ レク ト リにコンポーネン ト をイ
ンス トールします。 このよ う なディ レク ト リが見つからない場合は、
ディ レク ト リ を作成し、 新しいディ レク ト リにコンポーネン ト をイン
ス トールします。

 警告！ ETL Development または ETL サーバを Sybase IQ 15.0 と同じ
ディ レク ト リにインス トールしないでください。

インス トール ・ モードの決定

次のモードを使用して、 ETL Development および ETL サーバをインス
トールできます。

• GUI モード  – グラフ ィカル ・ ユーザ ・ インタフェースを使用して、
コンポーネン ト をインス トールできます。 

• GUI モード以外のモード  ( コンソールまたはサイレン ト ) – コン
ソ ール・ モード またはサイレント ・ モード を使用してコンポー
ネント をインスト ールできます。 ユーザから の応答は必要あり
ません。
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第  2  章 インスト ール

Sybase ETL コンポーネン ト をインス トールする前に、 次のこ とを
行って ください。

• 開いているアプリ ケーショ ンまたはユーティ リ ティ を閉じ
ます。

• ターゲッ ト ・ コンピュータが Sybase ETL コンポーネン ト をイ
ンス トールするためのハード ウェアおよびオペレーティン
グ ・ システムの要件を満たしているこ とを確認します。 詳細
については、 「システム稼働条件の確認」 (3 ページ ) を参照し
て ください。

• イ ンスト ール環境に必要なラ イセンスが使用できるこ と を
確認してく ださ い。 詳細については、 「ラ イセンスの取得」 
(2 ページ ) を参照して ください。

Sybase ETL Development のインストール
インス トール ・ メディアで提供されているセッ ト アップ ・ プログ
ラムを使用して、 ETL Development をインスト ールするか、 Sybase 
Product Download Center (SPDC) (http://sybase.subscribenet.com) から
Sybase ETL コンポーネン ト ・ イ メージをダウンロード して抽出で
きます。

GUI モードまたはサイレン ト ・モードを使用して ETL Development 
をインス トールできます。 ただし、 GUI モードを使用するこ とを
おすすめします。 『GUI モードでの Sybase ETL Development のイ
ンス トール』 を参照して ください。

ト ピック ページ

Sybase ETL Development のインス トール 9
Sybase ETL サーバのインス トール 12
ETL リ ポジ ト リ と しての SQL Anywhere のインス トール 17
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GUI モードでの Sybase ETL Development のインストール

1 セッ ト アップ ・ プログラムを起動します。

セッ ト アップ ・ プログラムは自動的に起動します。 起動しない場
合は、 [ スタート ] - [ ファ イル名を指定して実行 ] を選択し、
Setup_ETLDevelopment.exe を参照します。

2 イ ンスト ールに使用する言語を指定します。 [OK] をク リ ッ ク し
ます。 [Welcome] ウ ィ ンド ウが表示さ れます。 [Next] をク リ ッ ク
し ます。

3 ラ イセンス契約を読みます。 [I accept the agreement] を選択し、
[Next] をク リ ッ ク します。

ロケーシ ョ ンに一致するライセンス契約が見つからない場合や、
システムでライセンス契約が読めない場合は、 Local Sybase 
Software Licenses Web サイ ト  (http://sybase.com/softwarelicenses) にあ
るライセンス契約をすべて読み、 セッ ト アップ ・ プログラムを再
実行します。

4 インス トールを続行するには、 他のすべてのアプリ ケーシ ョ ン、
特に GridNode を閉じるよ うに求めるプロンプ トが表示されます。
[Next] をク リ ッ ク します。

注意  GridNode を終了するには、 GridNode --shutdown コマンドを実
行します。

5 [Browse] をク リ ッ ク してインス トール ・ ディ レク ト リ を選択し、
[Next] をク リ ッ ク してデフォルトのディ レク ト リ を受け入れるか、
作成する新しいディ レク ト リ を入力します。 インス トール ・ パス
には、 英数字のみを使用するこ とをおすすめします。

 警告！ ETL Development を  Sybase IQ と同じインス トール・ディ レ
ク ト リにインス トールしないでください。

6 プログラムのシ ョート カッ ト を作成する  [ スタート ] メニューの
フォルダを指定します。 デフォルトのフォルダにシ ョート カッ ト
を作成するには、 [Next] をク リ ッ ク します。 それ以外の場合は、
[Browse] をク リ ッ ク して別のフォルダを指定します。

7 アクセスを制限してユーザ ・ アカウン トでアプリ ケーシ ョ ンを起
動できるよ うにする場合は、 [Install for All Users] を選択します。 
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ユーザ ・ アカウン トで初めて起動したと き、 書き込み権限が必要
なファイルはすべて、 通常次のユーザ ・ ディ レク ト リにコピーさ
れます。 
• Windows 2003 および Windows XP – C:\Documents and 

Settings\<login user>\Application Data\SYBASE\ ETL 
Development\<product version>\Demodata

• Vista および Windows 2008 – C:\Users\<login 
user>\AppData\Roaming\SYBASE\ ETL Development\<product 
version>\Demodata

ログ ・ ファ イルは、 [Install for All Users] を選択したかど うかに
よって、 ユーザ ・ ディ レク ト リ またはインス トール ・ ディ レク ト
リの \log サブディ レク ト リに置かれます。

[Create a desktop icon] を選択して、 デスク ト ップに ETL 
Development のアイコンを作成します。 [Next] をク リ ッ ク します。

8 インス トール ・ サマ リ ・ ウ ィ ンド ウが表示されます。 情報を確認
し、 [Install] をク リ ッ ク します。

9 インス トールが完了したら、 Readme ファ イルが表示されます。 
ファ イルの内容を表示し、 [Next] をク リ ッ ク します。

10 [Finish] をク リ ッ ク します。

サイレン ト ・ モードでの Sybase ETL Development のインストール

コマンド ・ プロンプト で、 イ ンスト ール・ ディ レク ト リ に移動し 、
次のよ うに入力します。

Setup_ETLDevelopment.exe \VERYSILENT \DIR=installation 
directory \TASKS="Desktopicon,Allusers"

各パラ メータの意味は、 次のとおりです。

• DIR – ETL Development をインス トールするディ レク ト リ ・ パスで
す。 サイレン ト ・ モードでインス トールする場合は、 インス トー
ル ・ パスで英数字のみを使用し、 空白文字を入れないよ うにして
ください。

• ( オプシ ョ ン ) TASKS – ETL Development のデスク ト ップ・アイコン
を作成した り、 すべてのユーザにインス トールした りするなど、
インス トーラで実行する追加のタスクです。
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Sybase ETL サーバのインストール
この項では、 GUI モード とそれ以外のモードを使用して ETL サーバ
をインス トールする方法について説明します。 ETL サーバをインス
トールするには、 インス トール ・ メディアで提供されているセッ ト
アップ ・ プログラムを使用するか、 Sybase 製品ダウンロード ・ センタ  
(SPDC) から  Sybase ETL コンポーネン トのイ メージをダウンロード し
て抽出します。

注意  Windows でのみ GUI モードを使用して ETL サーバをインス トー
ルできます。

GUI モードでの Sybase ETL サーバのインストール
Windows の場合 1 セッ ト アップ ・ プログラムを起動します。

セッ ト アップ ・ プログラムは自動的に起動します。 起動しない場
合は、 [ スタート ] - [ ファ イル名を指定して実行 ] を選択し、
SybaseETLServer.exe を参照します。

2 イ ンスト ールに使用する言語を選択します。 [OK] をク リ ッ ク し
ます。 [Welcome] ウ ィ ンド ウが表示さ れます。 [Next] をク リ ッ ク
し ます。

3 設定する製品エディシ ョ ンを選択します。

• 評価版 – 30 日間の猶予期間は、 ETL サーバをライセンスなし
でインス トールして使用できます。 猶予期間の終了後も  ETL 
サーバの使用を継続するには、 SPDC から有効なライセンス
を取得する必要があ り ます。 詳細については、 「ラ イセンスの
取得」 (2 ページ ) を参照して ください。

• ラ イ センス版 – イ ンス ト ールにラ イ センスを提供する必要
があり ます。

4 ラ イセンス契約を読みます。 [I accept the agreement] を選択し、
[Next] をク リ ッ ク します。

システムでライセンス契約が読めない場合は、 Local Sybase 
Software Licenses Web サイ ト  (http://sybase.com/softwarelicenses) にあ
るライセンス契約をすべて読み、 セッ ト アップ ・ プログラムを再
実行できます。 
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5 インス トールを続行するには、 他のすべてのアプリ ケーシ ョ ン、
特に GridNode を閉じるよ うに求めるプロンプ トが表示されます。
[Next] をク リ ッ ク します。

注意  GridNode を終了するには、 GridNode --shutdown コマンドを実
行します。

6 インスト ール・ ディ レク ト リ を選択します。 [Next] をク リ ッ ク して、
デフォルト のディ レク ト リ を受け入れます。 別のインスト ール・
ディ レク ト リ を選択する場合は [ 参照 ] をク リ ッ クするか、 新し く
作成するディレク ト リ を入力します。 インス トール ・ パスには、
英数字のみを使用するこ とをおすすめします。

 警告！ ETL サーバを Sybase IQ と同じインス トール ・ ディ レク ト
リにインス トールしないでください。

7 プログラムのシ ョート カッ ト を作成する  [ スタート ] メニューの
フォルダを指定します。 デフォルトのフォルダにインス トールす
るには、 [Next] をク リ ッ ク します。 それ以外の場合は、 [Browse] 
をク リ ッ ク して別のフォルダを指定します。

8 サービスを使用して ETL サーバを開始または停止する場合は、
[Register as Windows System Service] を選択したままにします。 
アクセスを制限してユーザ ・ アカウン トでアプリ ケーシ ョ ンを起
動できるよ うにする場合は、 [Install for All Users] を選択します。 
ユーザ ・ アカウン トで初めて起動したと き、 書き込み権限が必要
なファイルはすべて、 通常次のユーザ ・ ディ レク ト リにコピーさ
れます。 
• Windows 2003 および Windows XP – C:\Documents and 

Settings\<login user>\Application Data\SYBASE\ ETL 
Server\<product version>\Demodata

• Vista および Windows 2008 – C:\Users\<login 
user>\AppData\Roaming\SYBASE\ ETL Server\<product 
version>\Demodata

ログ ・ ファ イルは、 [Install for All Users] を選択したかど うかに
よって、 ユーザ ・ ディ レク ト リ またはインス トール ・ ディ レク ト
リの \log サブディ レク ト リに置かれます。

[Next] をク リ ッ ク します。

9 イ ンス ト ール・ サマリ ・ ウ ィ ンド ウが表示さ れます。 情報を確
認し 、 [Install] をク リ ッ ク します。

10 インス トールが完了したら、 Readme ファ イルが表示されます。 
ファ イルの内容を表示し、 [Next] をク リ ッ ク します。
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11 Licensed Edition をインス トールした場合は、 ライセンス方法を選
択するよ う求めるプロンプ トが表示されます。 次のいずれかのオ
プシ ョ ンを選択できます。

• 以前に配備したライセンス ・ サーバを使用する  – 以前にライ
センス ・ サーバを配備した場合は、 ライセンス ・ サーバが実
行されているマシンのライセンス ・ サーバのホス ト名を入力
し、 使用しているポート番号がデフォルト と同じでない場合
は、 ライセンス ・ サーバのポート番号を入力します。 [Next] 
をク リ ッ ク します。

• ラ イセンス ・ ファ イル – [Browse] をク リ ッ ク して、 ラ イセン
ス ・ ファ イルの場所を選択します。 [Next] をク リ ッ ク します。 

注意  ラ イセンスを指定する と、 インス トーラによってライセ
ンスが有効かど うかが確認されます。 有効なライセンスが確
認できない場合でもインス トールを続行できますが、 適切な
ライセンスを取得してインス トールしない限り、 製品は 30 日
後に機能を停止します。

12 最後のウ ィンド ウが表示され、 インス トールが正常に完了したこ
とが示されます。 [Finish] をク リ ッ ク します。

UNIX および Linux の
場合

GUI モードを使用して UNIX および Linux で ETL サーバをインス トー
ルするこ とはできません。 これらのプラ ッ ト フォームで ETL サーバを
インス トールするには、 GUI モード以外のモードを使用します。 詳細
については、 『GUI モード以外のモードでの Sybase ETL サーバのイン
ス トール』 を参照して ください。

GUI モード以外のモードでの Sybase ETL サーバのインストール

コンソール ・ モードまたはサイレン ト ・ モードを使用して ETL サー
バをインス トールできます。 Windows では、 サイレン ト ・ モードのみ
を使用して ETL サーバをインス トールできます。 UNIX および Linux 
では、 コンソール ・ モード またはサイレント ・ モード を使用して  ETL 
サーバをインスト ールできます。
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Windows でサイレ
ント ・ モードを使
用する場合

コマンド ・ プロンプ トで、 インス トール ・ ディ レク ト リに移動し、 次
のよ うに入力します。

SybaseETLServer.exe /VERYSILENT /DIR=<installation
directory> /TASKS="InstallAsService,Allusers"

各パラ メータの意味は、 次のとおりです。

• DIR – ETL サーバをインス トールするディ レク ト リ ・パスです。 イ
ンス トール ・ パスでは英数字のみを使用し、 空白文字を入れない
よ うにして ください。

• ( オプシ ョ ン ) TASKS – ETL サーバを  Windows サービス と してイン
ス トールした り、 すべてのユーザにインス トールした りするな
ど、 インス トーラで実行する追加のタスクです。

UNIX および Linux で
コンソール ・ モードを
使用する場合

1 コマンド ・ プロンプト で、 インスト ール・ ディ レク ト リ を変更し、
セッ ト アップ ・ プログラムを起動します。

SybaseETLServer.shar

2 評価版のコピーまたはライセンス版のコピーをインス トールする
場合に指定します。

• 評価版のコピー – 30 日間の猶予期間に ETL Server をライセン
スなしでインス トールして使用するには、 “1” と入力します。 
猶予期間の終了後も  ETL サーバの使用を継続するには、
SPDC から有効なライセンスを取得する必要があ り ます。 

• ラ イセンス版のコピー – ETL サーバをインス トールしてライ
センス付きで使用するには、 “2” と入力します。

3 国や地域のリ ス トが表示されます。 ロケーシ ョ ンを選択し、 [Enter] 
を押します。 ライセンス契約の条項に同意する場合は、 “Y” と入力
してインス トールを続行します。 ライセンス契約の条項に同意しな
い場合は、 “N” と入力してインス トールを終了します。

ロケーシ ョ ンに一致するライセンス契約が見つからない場合や、
システムでライセンス契約が読めない場合は、 Local Sybase 
Software Licenses Web サイ ト  (http://sybase.com/softwarelicenses) にあ
るライセンス契約をすべて読み、 セッ ト アップ ・ プログラムを再
実行します。 

4 ETL サーバをインス トールするディ レク ト リ を入力します。 
ディ レク ト リ を終了する場合は、 次のメ ッ セージが表示されます。

The specified directory already exists and will 
be overwritten. [y/n]

5 アクセスを制限してユーザ ・ アカウン トでアプリ ケーシ ョ ンを起
動できるよ うにする場合は、 “Y” と入力して、 すべてのユーザに
インス トールします。
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ユーザ ・ アカウン トで初めて起動したと き、 書き込み権限が必要
なファイルは、 通常次のユーザ ・ディレク ト リにコピーされます。 
$HOME/SYBASE/Sybase ETL Server/<product_version>/Demodata
ログ ・ ファ イルは、 すべてのユーザが使用できるよ うにインス
トールするオプシ ョ ンを選択したかど うかによって、 ユーザ ・
ディ レク ト リ またはインス トール ・ ディ レク ト リの \log サブディ
レク ト リに置かれます。

6 ラ イセンス版のコピーをインス トールした場合、 次のライセンス
方法のいずれかを選択します。

• ラ イセンス ・ ファ イルを使用する  – ライセンス ・ ファ イルの
場所を指定するには、 “1” と入力します。

注意  ラ イセンスを指定する と、 インス トーラによってライセ
ンスが有効かど うかが確認されます。 有効なライセンスが確
認できない場合でもインス トールを続行できますが、 適切な
ライセンスを取得してインス トールしない限り、 製品は 30 日
後に機能を停止します。

• 以前に配備したライセンス ・ サーバを使用する  – 以前にライ
センス ・ サーバを配備した場合は、 “2” と入力します。 
ラ イセンス ・ サーバが実行されているマシンのライセンス ・
サーバのホス ト名を入力し、 使用しているポート番号がデ
フォルト と同じでない場合は、 ライセンス ・ サーバのポート
番号を入力します。

7 ソフ ト ウェアが正常にインス トールされたら、 インス トールの完
了を示すメ ッセージが表示されます。 

UNIX および Linux で
サイレン ト ・ モードを
使用する場合

1 コマンド ・ プロンプト で、 インスト ール・ ディ レク ト リ に移動し、
次のよ うに入力します。

SybaseETLServer.shar --silent --destination <dest> 
--all-user

各パラ メータの意味は、 次のとおりです。

• destination <dest> – ETL サーバをインス トールするディ レク ト
リ ・ パスです。 インス トール ・ パスでは英数字のみを使用し、
空白文字を入れないよ うにして ください。

• all-user – アクセスを制限してユーザ ・ アカウン トでアプリ
ケーシ ョ ンを起動できます。

2 インス トールが正常に完了したら、 インス トール ・ ディ レク ト リ
の licenses フォルダにライセンスをコピーします。 
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既存のライセンス ・ サーバにライセンスを配備する場合は、 .lic 
ファ イルを作成し、 次の情報を追加してから、 licenses フォルダに
コピーします。 
• ラ イセンス ・ サーバが実行されているマシンのライセンス ・

サーバのホス ト名

• 使用しているポート番号がデフォルト と同じでない場合は、
ライセンス ・ サーバのポート番号

次に例を示します。

"SERVER sysamserver ANY 27000
USE_SERVER"

sysamserver は、 ライセンス ・ サーバが実行されているマシンのホ
ス ト名です。 27000 はライセンス ・ サーバのデフォルトのポート
番号です。 詳細については、 『Sybase ソフ ト ウェア資産管理ユー
ザーズ ・ ガイ ド』 を参照して ください。

インス トールに成功したら、 次の操作を実行します。 
• コンポーネン トのインス トールが有効かど うかを確認します。 詳

細については、 「インス トールが適正に行われたかど うかの確認」 
(21 ページ ) を参照してく ださ い。

• ETL Development および ETL サーバのコネク ティ ビティ を設定
します。 詳細については、 「Sybase ETL コンポーネン ト間のコネ
クティビティの設定」 (24 ページ ) を参照して ください。

ETL リポジ ト リ と しての SQL Anywhere のインストール
SQL Anywhere を ETL リ ポジ ト リ と して使用するには、 ETL サーバお
よび ETL Development に付属しているインス トーラを使用してインス
トールする必要があ り ます。 

注意  データベースに広範囲のテーブルや大量の列がある場合は、
Microsoft Access や SQLite Persistent のリポジ ト リではなく、 SQL 
Anywhere リ ポジ ト リ を使用して ください。

1 ETL Development または ETL サーバをインス トールします。

2 SQL Anywhere 11 インス トーラを実行します。

Windows の場合 – 
a インス トール ・ ディ レク ト リに移動します。
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b SQLAnywhere11.zip ファ イルを解凍して抽出します。

デフォルトでは、 ファ イルはインス トール ・ ディ レク ト リに
抽出されます。

c SQLAnywhere フォルダに移動し、 setup.exe をダブルク リ ッ ク
します。

UNIX および Linux の場合 –
a インス トール ・ ディ レク ト リに移動します。

b SQLAnywhere11.tar.gz ファ イルを解凍して抽出します。

デフォルトでは、 ファ イルはインス トール ・ ディ レク ト リに
抽出されます。

c コマンド ・ プロンプ トで、 ファ イルの抽出先のフォルダに移
動し、 次のよ うに入力します。

./setup

3 インス トールする言語を選択し、 [OK] をク リ ッ ク します。

4 [Install SQL Anywhere 11] を選択します。

5 [Welcome] ウ ィ ンド ウで [Next] をク リ ッ ク します。 
6 [License Agreement] ウ ィ ンド ウで、 インス トールを実行している

地理的なロケーシ ョ ンを選択する と、 その地域に適した契約が表
示されます。 ラ イセンス契約を読みます。 [I accept the terms of this 
agreement] を選択し、 [Next] をク リ ッ ク します。

7 ラ イセンス ・ キーを入力します。

• Windows の場合 – ラ イセンス ・ キーは、 インス トール ・ ディ
レク ト リにある  SA11_license_key.txt ファ イルで入手できます。

• UNIX および Linux の場合 – ラ イセンス ・ キーは、 インス トー
ル ・ ディ レク ト リにある  SA11_license_key.txt ファ イルで入手
できます。

[Next] をク リ ッ ク します。

ラ イセンス ・ キーを間違って入力した場合は、 [Back] をク リ ッ ク
し、 キーを再入力します。 SQL Anywhere の評価版を  60 日間イン
ス トールするには、 [Next] をク リ ッ ク します。

8 デフォルトのサーバ ・ ライセンス情報を受け入れ、 [Next] をク
リ ッ ク します。

9 セッ ト アップ ・ タイプを入力し、 [Next] をク リ ッ ク します。
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10 [Install] をク リ ッ ク します。 
11 インス トールが正常に完了する と、 次のよ うに表示されます。

Setup has finished installing SQL Anywhere 11 on your 
computer.

README ファ イルまたは iAnywhere オンラ イン・ リ ソ ースを表
示するよ う に選択できます。 続行するには、 [Finish] をク リ ッ ク
し ます。

12 [Finish] をク リ ッ ク して、 セッ ト アップを完了します。

SQL Anywhere をインスト ールしたら 、 SQL Anywhere ODBC ド ラ
イバを設定する必要があり ます。 詳細については、 「Sybase IQ 12.7 用
の SQL Anywhere ODBC ド ラ イバの設定」 (36 ページ ) を参照してく だ
さ い。
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第  3  章 インスト ール後の作業

インストールが適正に行われたかどうかの確認
この項では、 ETL Development と  ETL サーバのインス トールが適
正に行われたこ とを確認する方法について説明します。 

Sybase ETL Development
ETL Development が正常にインス トールされたこ とを確認します。

❖ Sybase ETL Development の起動

1 Windows で、[ スタート ] - [ プログラム ] - [Sybase] - [Sybase ETL 
Development 4.8] - [Sybase ETL Development] を選択します。

[Welcome] ウ ィンド ウが表示されます。 アプ リ ケーシ ョ ンが起
動するたびにこのウ ィンド ウを表示しないよ うにするには、
[Show on Startup] の選択を解除し、 [Close] をク リ ッ ク します。

2 [Repository Logon] ウ ィンド ウが開き、 次のデフォルト値が表
示されます。 
• 接続  Repository
• ク ラ イアン ト   transformer
• ク ラ イアン ト ・ ユーザ名  TRANSFORMER
• パスワード   transformer

こ れら の値は、 初回のログイ ン時に自動的に設定さ れ
ます。 それ以降のログインで、 この情報を選択または入
力する必要が生じる場合があり ます。

ト ピック ページ
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3 [Logon] をク リ ッ ク します。 ETL Development に正常にログインで
きれば、 インス トールは正常に行われています。 

注意  インス トーラによってデータ ・ ソースの初期設定が作成され
ます。 これらの リポジ ト リ ・ データ ・ ソースが何らかの理由で失
われている場合、 次の手順に従ってそのデータを復元するまで 
ETL Development は開きません。

❖ デモ ・ リポジ ト リの ODBC データ ・ ソースの初期セッ トの復元

1 ODBC ユーザ ・ データ ・ ソースを設定します。 
a [ スタート ] - [ 設定 ] - [ コン ト ロール パネル ] - [ 管理ツール ] - 

[ データ  ソース  (ODBC)] を選択します。 
b [Add] をク リ ッ ク します。

c リ ス トから  [Microsoft Access Driver] を選択します。 [Finish] 
をク リ ッ ク します。

d [ データ  ソース名 ] フ ィールドに DEMO_Repository と入力し
ます。

e [Select] をク リ ッ ク し、 インス トール ・ ディ レク ト リの 
Demodata フォルダを参照します。 

f ETLDEMO_REP.MDB データベースを選択し、 [OK] をク リ ッ ク
します。

2 リ ポジ ト リの接続を設定します。

a [File] - [Open Repository] を選択して [Repository] ウ ィンド ウを
開きます。

b [Connection] リ ス トから  [Repository] を選択し、 [Edit] を選択し
ます。

c インタフェース ・ リ ス ト から  [ODBC] を選択します。

d ホス ト ・ リ ス トから、 [DEMO_Repository] を選択します。

e [Save] をク リ ッ ク します。

3 デモ ・ リ ポジ ト リで、 プロジェク トに必要な次の ODBC ユーザ ・
データ ・ ソースを追加設定します。

• ド ラ イバ – Microsoft Access
• 名前 – ETLDEMO_DWH、 データベース  – DEMO_DWH.MDB
• 名前 – ETLDEMO_GER、 データベース  – DEMO_GER.MDB
• 名前 – ETLDEMO_US、 データベース  – DEMO_US.MDB

これらのユーザ ・ データ ・ ソースのデータベース ・ ファ イル
は、 インス トール ・ディ レク ト リの Demodata フォルダにもあ
り ます。



第 3 章    インス トール後の作業

インストール ・ ガイ ド 23

Sybase ETL サーバ

ETL サーバのインス トールが適正に行われたかど うかを確認するに
は、 コマンド ・ プロンプ ト を使用して、 ETL サーバがインス トールさ
れているディ レク ト リに移動し、 次のよ うに入力します。

• Windows の場合 –
GridNode.exe -ll

• UNIX および Linux の場合 – 

GridNode.sh -ll

イ ンスト ールが適正に行われた場合は、 ラ イセンス情報が表示さ れ
ます。

UNIX で Sybase ETL サーバに使用するファイル設定の
指定

UNIX でのインス トールで、 GridNode.ini ファ イルがない場合、 ETL 
サーバによって初期化 (.ini) ファ イル設定が読み込まれます。 設定を指
定するには、 次の手順に従います。

1 インス トール・ディ レク ト リの etc フォルダに Default.ini のコピー
を作成し、 ファ イルの名前を  GridNode.ini に変更します。

2 Default.ini ファ イルのすべてのアプリ ケーシ ョ ンが共有する一般
的な設定を指定します。

3 GridNode.ini ファ イルで ETL サーバだけの設定を指定します。

4 GridNode.ini ファ イ ルから 一般的な設定に関する情報を削除し
ます。 
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Sybase ETL コンポーネン ト間のコネクテ ィビテ ィの設定
ETL Development と  ETL サーバ間のコネクティビティを設定するには、
次の手順に従います。

1 ETL Development を開き、 [File] - [Preferences] を選択します。

2 [Engine] を選択します。

3 [Execution engine server] フ ィールドで、 グ リ ッ ド ・ エンジン ・
サーバの IP アドレスまたはマシン名を指定します。

4 [Save] をク リ ッ ク します。
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第  4  章 アッ プグレード  

Sybase ETL Development のアップグレード
ETL Development をアップグレードする前に、 次のこ とを行って
ください。

• Windows タスク ・ マネージャを開き 、 [ プロセス ] タブをク
リ ッ ク して、 GridNode.exe プロセスを確認します。 
GridNode.exe プロセスを選択し、 [ プロセスの終了 ] をク リ ッ
ク します。 

注意  [ 全ユーザーのプロセスを表示する ] が選択されている
こ とを確認します。

• 既存の  Microsoft Access デモ・ リ ポジト リ をバッ ク アッ プし
ます。 その方法は、 次のとおりです。

• これらのデータベースがインス トールされているディ レ
ク ト リに移動します。 ディ レク ト リの場所は、 インス
トール時に選択したオプシ ョ ンによって異なり ます。

[Install for all users] を選択した場合、 デフォルトの リポジ
ト リは次の場所にあ り ます。

• Windows 2003 および Windows XP – C:\Documents and 
Settings\<login user>\Application Data\SYBASE\ ETL 
Development\<product version>\Demodata

• Vista および Windows 2008 – C:\Users\<login 
user>\AppData\Roaming\SYBASE\ ETL 
Development\<product version>\Demodata
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[Install for all users] を選択しなかった場合、デフォルトの リポ
ジ ト リはインス トール ・ ディ レク ト リの DemoData フォルダ
にあ り ます。

注意  最新バージ ョ ンの ETL サーバでは、 新しい機能に対応す
るために既存のリポジ ト リが変更される可能性があるので、
既存のリポジ ト リのコピーを使用するこ とをおすすめします。 
最新バージ ョ ンの リポジ ト リ を変更する と、 以前のバージ ョ
ンには使用できな くなる場合があ り ます。

❖ ETL Development のアップグレード

1 ETL Development の最新バージ ョ ンをインス トールします。 次の
こ とができます。

• 以前のバージ ョ ンを残したまま、 新しいバージ ョ ンを別の
ディ レク ト リにインス トールします。

• 以前のバージ ョ ンをアンインス トールし、 新しいバージ ョ ン
をインスト ールします。 詳細については、 「GUI モードでの 
ETL Development のアンインス トール」 (33 ページ ) を参照し
て ください。 アンインス トールする前に、 etc ディ レク ト リに
ある  .ini ファ イルをバッ クアップします。 

2 以前のインスト ール・ ディ レク ト リ の etc フォルダから 新しいイ
ンスト ール・ ディ レク ト リに .ini ファ イルをコピーします。

3 以前のバージ ョ ンのプロジェク ト とジ ョブを使用するには、 これ
らを最新バージ ョ ンに移行します。 詳細については、 「プロジェ
ク ト とジ ョブの移行」 (28 ページ ) を参照して ください。

4 新しいバージ ョ ンの ETL Development を起動します。 [ETL 
Development Repository Login] ウ ィンド ウで、 接続する リポジ ト リ
を選択し、 以前のバージ ョ ンで リポジ ト リへの接続に使用してい
たユーザ名とパスワードを入力します。
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Sybase ETL サーバのアップグレード

Windows での Sybase ETL サーバのアップグレード

ETL サーバをアップグレードする前に、 Windows タスク ・ マネージャ
を開き、 [ プロセス ] タブをク リ ッ ク して、アクティブな GridNode.exe 
プロセスがないこ とを確認します。 GridNode.exe プロセスが実行され
ている場合は、 そのプロセスを選択し、 [ プロセスの終了 ] をク リ ッ
ク します。 

注意  [ 全ユーザーのプロセスを表示する ] が選択されているこ と を確認
します。

❖ Windows での Sybase ETL サーバのアップグレード

1 新しいバージ ョ ンの ETL サーバをインス トールします。 次のこ と
ができます。

• 以前のバージ ョ ンを残したまま、 新しいバージ ョ ンを別の
ディ レク ト リにインス トールします。 詳細については、
「Sybase ETL サーバのインス トール」 (12 ページ ) を参照して く
ださい。

• 以前のバージ ョ ンをアンインス トールし、 新しいバージ ョ ン
をインス トールします。 詳細については、 「Sybase ETL サーバ
のアンインス トール」 (34 ページ ) を参照して ください。

注意  以前のバージ ョ ンをアンインス トールする場合は、
ODBC またはネイティブ ・ コネクティ ビティ ・ ファ イルの
バッ クアップを作成します。 このバッ クアップは、 .odbc.ini 
ファ イルや ODBC ド ラ イバまたはネイティブ ・ ド ラ イバで構
成されます。

2 新しい ETL サーバを起動します。 
• ETL サーバを直接起動するには、 次のよ うに入力します。

GridNode

• ETL サーバをサービス と して起動するには、 次のよ うに入力
します。

GridNode --install

3 サーバが起動したかど うかを確認するには、 Windows タスク ・ マ
ネージャを開き、 [ プロセス ] タブをク リ ッ ク して、 GridNode.exe 
プロセスが実行されているかど うかを確認します。 
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UNIX および Linux での Sybase ETL サーバのアップグレード

ETL サーバをアップグレードする前に、 次のこ とを行ってください。

• 実行中の GridNode をシャ ッ ト ダウンします。 コマンド ・ プロンプ
トで次のよ うに入力します。

./GridNode.sh --shutdown

• GridNode が正常にシャ ッ ト ダウンしたこ とを確認します。

ps -e | grep GridNode

GridNode がまだ実行さ れている場合は、 プロセスを強制終了し
ます。

❖ UNIX および Linux での Sybase ETL サーバのアップグレード

1 新しいインス トール ・ ディ レク ト リに新しいバージ ョ ンの ETL 
サーバをインス トールします。 

2 以前のインス トール ・ ディ レク ト リの etc フォルダから新しいイ
ンス トール ・ ディ レク ト リに .ini ファ イルをコピーします。

3 新しい ETL サーバを起動します。 
• ETL サーバを直接起動するには、 次のよ うに入力します。

GridNode.sh

• ETL サーバをサービス と して起動するには、 次のよ うに入力
します。

GridNode --install

4 サーバが起動したかどう かを確認するには、 次のよ う に入力し
ます。

ps -e | grep GridNode

正常にアップグレードが行われた後で、 以前のバージ ョ ンの ETL 
サーバをアンインス トールできます。 詳細については、 「Sybase 
ETL サーバのアンインス トール」 (34 ページ ) を参照してください。

プロジェク ト とジ ョ ブの移行 
次のいずれかの方法で以前のバージ ョ ンの Sybase ETL からプロジェ
ク ト とジ ョブを移行できます。

• 古いプロジェク ト とジ ョブを再利用する  – 既存のリポジ ト リの
バッ クアップを作成し、 新しいインス トール ・ ディ レク ト リの 
Demodata フォルダにコピーします。 古いプロジェク ト とジ ョブを
再利用します。
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• 古いプロジェク ト とジ ョブを以前のリポジ ト リから新しい リポジ
ト リに移行する  – 既存のリポジ ト リのバッ クアップを作成し、
新しいインス トール ・ ディ レク ト リの Demodata フォルダにコ
ピーします。 既存のリポジ ト リ と新しい リポジ ト リ を開き、 古い
プロジェク ト とジ ョブを既存のリポジ ト リから新しいリポジ ト リ
に移行します。 詳細については、 『Sybase ETL 4.8 ユーザーズ ・ ガ
イ ド』 の 「第 3 章 プロジェク ト とジ ョブ」 を参照して ください。

Sybase IQ から  SQL Anywhere へのリポジト リの移行 
Sybase ETL 4.8 では、 Sybase IQ リ ポジ ト リ をサポート していません。 
以前のバージ ョ ンの ETL による  Sybase IQ リ ポジ ト リ を使用している
場合は、Sybase IQ から  SQL Anywhere に既存の ETL リ ポジ ト リ を移行
する必要があ り ます。

Sybase IQ リ ポジ ト リから  SQL Anywhere リ ポジ ト リに移行するには、
次の手順に従います。

• SQL Anywhere データベースを作成します。

• Sybase ETL Development を使用して新しい SQL Anywhere リ ポジ ト
リに接続します。

• SQL コマンドを実行して、 リポジ ト リ ・ データを移行します。

❖ SQL Anywhere データベースの作成

1 Sybase Central を起動します。 
2 [Tools] - [SQL Anywhere 11] - [Create Database] を選択します。 
3 [Welcome] ページの情報を読み、 [Next] をク リ ッ ク します。 
4 [Create a database on this computer] を選択し 、 [Next] をク リ ッ ク

し ます。

5 データベース ・ ファイルのフル ・パス名を指定します。 たとえば、
次のよ うに指定します。 

c:\temp\mysample.db

6 [Finish] をク リ ッ ク します。 
指定したディレク ト リが存在しない場合は、 [Yes] をク リ ッ クして、
それを作成するこ とを確認します。

7 データベースの作成が完了したら、 [Close] をク リ ッ ク します。

詳細については、 『SQL Anywhere 11.0 ガイ ド』 の 「SQL Anywhere 
データベースの作成」 を参照して ください。
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SQL Anywhere データベースを作成したら、 sql.ini ファ イルにエン ト リ
を作成するか、 ODBC DSN を作成して、 このデータベースに接続しま
す。 その後、 ETL Development を使用して、 新しい リポジ ト リ用に
データベースのテーブルを作成します。

❖ Sybase ETL Development から  SQL Anywhere リポジト リへの接続

1 Windows で、 [ スタート ] - [ プログラム ] - [Sybase] - [Sybase ETL 
Development 4.8] - [Sybase ETL Development] を選択します。

2 [Add] をク リ ッ ク して、 新しいリポジ ト リの接続を追加します。

3 新しいリポジ ト リの接続にパラ メータを入力し、 [Test Logon] をク
リ ッ ク して接続を確認します。

4 リ ポジ ト リ ・ テーブルが存在しないこ とを示すメ ッセージが表示
されます。 [Yes] をク リ ッ ク して、 テーブルを作成します。 

5 [Yes] をク リ ッ ク し て、 リ ポジト リ を作成し ます。 [Save] をク
リ ッ ク し ます。

6 [Cancel] をク リ ッ ク して、 [Repository] ウ ィ ンド ウを閉じます。 
ETL Development を終了します。 

❖ SQL コマンドを使用して Sybase IQ リポジト リのデータを SQL Anywhere 
に移行する

• 次のコマンドを使用して、 Sybase IQ リ ポジ ト リのデータを  SQL 
Anywhere に移行します。

/* Create a remote server and login for the ETL
repository hosted in Sybase IQ. This example uses
ODBC and assumes there is an ODBC data source named- 
'etl_rep_iq' that is configured to connect to the
existing ETL repository. The external login is
created for the Sybase IQ login with user 'DBA' and
password 'SQL'.*/

CREATE SERVER etl_rep_iq CLASS 'SAODBC' USING
'etl_rep_iq';

CREATE EXTERNLOGIN dba TO etl_rep_iq REMOTE LOGIN
DBA IDENTIFIED BY SQL;

/*Create proxy tables for the ETL repository tables
that reside on the Sybase IQ server.*/

CREATE EXISTING TABLE IQ_DS_DATA AT
'etl_rep_iq..DBA.DS_DATA';
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CREATE EXISTING TABLE IQ_DS_OBJECT AT
'etl_rep_iq..DBA.DS_OBJECT';

CREATE EXISTING TABLE IQ_DS_CHUNK AT
'etl_rep_iq..DBA.DS_CHUNK';

CREATE EXISTING TABLE IQ_TRON_PERFORMANCE AT
'etl_rep_iq..DBA.TRON_PERFORMANCE';

/*Remove any existing data from the local repository
tables.*/

TRUNCATE TABLE DS_OBJECT;

TRUNCATE TABLE DS_DATA;

TRUNCATE TABLE DS_CHUNK;

TRUNCATE TABLE TRON_PERFORMANCE;

/*Copy data from the Sybase IQ tables to the new
repository tables.*/

INSERT INTO DS_OBJECT SELECT * FROM IQ_DS_OBJECT;

INSERT INTO DS_DATA SELECT * FROM IQ_DS_DATA;

INSERT INTO DS_CHUNK SELECT * FROM IQ_DS_CHUNK;

INSERT INTO TRON_PERFORMANCE SELECT * FROM
IQ_TRON_PERFORMANCE;

注意  Sybase ETL リ ポジ ト リのデータベースの名前が etl_rep_iq で
あ り、 etl_rep_iq とい う  ODBC データ ・ ソースを使用して Sybase 
IQ に接続しているこ とを前提と しています。  環境の必要に応じて、
コマンドを変更して ください。
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第  5  章 アンインスト ール 

アンインス トールする前に、 次のこ とを行ってください。

• 管理者権限のあるアカウン ト を使用して、 マシンにログイン
します。

• すべての Sybase アプ リ ケーシ ョ ンとプロセスをシャ ッ ト ダウ
ンします。

• 保存しているログ、 データベース、 またはユーザが作成した
ファ イルを、 インス トール ・ ディ レク ト リから別の場所に移
動します。

• アンインスト ール・ モード と して  GUI モード またはサイレ
ント ・ モードのいずれかを決定します。 GUI モードを使用し
てアンインス トールするこ とをおすすめします。

Sybase ETL Development のアンインストール 
❖ GUI モードでの ETL Development のアンインストール

1 [ スタート ] - [ 設定 ] - [ コン ト ロール パネル ] - [ アプ リ ケー
シ ョ ンの追加と削除 ] を選択します。 [Sybase ETL Development 
4.8] を選択し、 [Remove] をク リ ッ ク します。

アンインス トール ・ ウ ィザードの [Welcome] ウ ィンド ウが表
示されます。 [Next] をク リ ッ ク します。 

2 ステータス ・ バーが表示され、 アンインス トールの進行状況
が示されます。 アンインス トールが完了したら、 [OK] をク
リ ッ ク して、 アンインス トーラを終了します。

注意  アンインス トール後も一部のファ イルやディ レク ト リは残
されます。 保存しているファ イルを別の場所に移動し、 これらの
ファ イルやディ レク ト リ を手動で削除します。 

ト ピック ページ

Sybase ETL Development のアンインス トール 33
Sybase ETL サーバのアンインス トール 34



Sybase ETL サーバのアンインス トール 

34    Sybase ETL

Sybase ETL サーバのアンインストール
GUI モードおよびコンソール ・ モードで ETL サーバをアンインス
トールします。

Windows では、 コンソ ール・ モード でアンインスト ールするこ と は
できません。 UNIX および Linux では、 GUI モードでアンインス トー
ルするこ とはできません。

❖ GUI モードでの Sybase ETL サーバのアンインストール (Windows)
1 [ スタート ] - [ 設定 ] - [ コン ト ロール パネル ] - [ アプリ ケーシ ョ

ンの追加と削除 ] を選択します。 [Sybase ETL Server 4.8] を選択し、
[Remove] をク リ ッ ク してアンインス トーラを起動します。

[Yes] をク リ ッ ク して、 ETL サーバとそのすべてのコンポーネン ト
を完全に削除するこ とを確認します。 

2 ステータス ・ バーが表示され、 アンインス トールの進行状況が示
されます。 アンインス トールが完了したら、 [OK] をク リ ッ ク し
て、 アンインス トーラを終了します。

❖ コンソール ・ モードでの Sybase ETL サーバのアンインストール (UNIX およ
び Linux)
1 コマンド ・ プロンプ トで、 インス トール ・ ディ レク ト リに移動

し、 次のよ うに入力します。

./uninstall 

2 [Yes] をク リ ッ ク して、 ETL サーバとそのすべてのコンポーネン ト
を完全に削除するこ とを確認します。 

注意  アンインス トール時に一部のファイルやディ レク ト リが削除
されない場合があ り ます。 これらのファ イルやディ レク ト リ を手
動で削除する必要があ り ます。 

❖ サイレン ト ・ モードでの Sybase ETL サーバのアンインストール (UNIX およ
び Linux)
• コマンド ・ プロンプ トで、 インス トール ・ディ レク ト リに移動し、

次のよ うに入力します。

./uninstall --silent

ETL サーバと そのコンポーネント が対話なしでアンインスト ー
ルさ れます。
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第  6  章 Sybase IQ コネクティ ビティ ・
ド ライバのインスト ール

コネクテ ィビテ ィ ・ ド ライバのインストール
表 6-1 に、 Sybase IQ への接続に使用する ド ラ イバを示します。

表 6-1 ： Sybase IQ への接続に使用するド ライバ

トピック ページ

コネクティビティ ・ ド ラ イバのインス トール 35
Sybase IQ 12.7 用の SQL Anywhere ODBC ド ラ イバの設定 36
Sybase IQ 12.7 および 15.0 用の Open Client ド ラ イバの設定 38

Sybase IQ のバー
ジョ ン ド ライバ パッケージングとインストールの詳細

12.7 SQL Anywhere ODBC ド ラ イバ これらのド ライバは、 Sybase ETL に付属し
ており、ETL サーバおよび ETL Development 
と同梱されている  SQL Anywhere をインス
トールする と きに自動的にインス トールさ
れます。 
インス トール後、 ド ライバを設定する必要
があ り ます。 詳細については、 「Sybase IQ 
12.7 用の SQL Anywhere ODBC ド ラ イバの設
定」 (36 ページ ) を参照してください。

Open Client ド ラ イバ これらのド ライバは、 Sybase ETL に付属し
ており、ETL サーバおよび ETL Development 
をインス トールする と きに自動的にインス
トールされます。 
インス トール後、 ド ライバを設定する必要
があ り ます。 詳細については、 「Sybase IQ 
12.7 および 15.0 用の Open Client ド ラ イバの
設定」 (38 ページ ) を参照してください。
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Sybase IQ 12.7 用の SQL Anywhere ODBC ド ライバの
設定

この項では、 次の規則が使用されます。

• <installation_directory> は、 SQL Anywhere がインス トールされる場
所です。

• <lib_version> は、 SQL Anywhere 11 ド ラ イバを格納するサブディ
レク ト リです。 サブディ レク ト リの名前は、 設定に応じて lib32 ま
たは lib64 にな り ます。

• $USERHOME は、 .odbc.ini ファ イ ルを格納するホーム・ ディ レ
ク ト リ です。

15.0 Sybase IQ 32 ビッ ト  ODBC
ド ラ イバ

これらのド ラ イバは、 Sybase EBFs and 
software maintenance 

(http://www.sybase.com/support) から手動でダ
ウンロード してインス トールします。 Sybase 
IQ ネッ ト ワーク ・ ク ラ イアン トにはこれら
のド ライバが含まれています。

注意  Windows および Linux-x86 では、 32 
ビッ トおよび 64 ビッ トのプラ ッ ト フォーム
に 32 ビッ トの ODBC ド ラ イバが必要です。

Open Client ド ラ イバ これらのド ラ イバは、 Sybase ETL に付属し
ており、 Sybase ETL サーバおよび ETL 
Development をインス トールする と きに自動
的にインス トールされます。 
インス トール後、 ド ラ イバを設定する必要
があ り ます。 詳細については、 「Sybase IQ 
12.7 および 15.0 用の Open Client ド ラ イバの
設定」 (38 ページ ) を参照してください。

Sybase IQ のバー
ジ ョ ン ド ライバ パッケージングとインストールの詳細
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.odbc.ini ファ イルには、 データ ・ ソース名 (DSN) の定義などの ODBC 
ド ラ イバの設定情報が含まれています。 unixODBC などのド ライバ ・
マネージャは、 ODBCINI 環境変数で指定された .odbc.ini ファ イルを
検索します。 .odbc.ini の詳細については、 unixODBC Web サイ ト  
(http://www.unixodbc.org/internals.html) を参照して ください。

1 <installation_directory> で、 提供されている  SQL Anywhere 11 
ODBC ド ラ イバ・ ファ イルへのシンボ リ ッ ク ・ リ ンクを  libodbc.so 
とい う名前で作成します。

ln -s <installation_directory>/<lib_version>/libdbodbc11.so libodbc.so
2 .odbc.ini ファ イルで、 次のよ うなエン ト リ を追加します。

[My_IQ_Server]
Driver=/opt/sybase/<installation_directory>/<lib_version>
/libdbodbc11.so
uid=dba
pwd=SQL
EngineName=My_IQ_Server_asiqdemo
CommLinks=tcpip(host=iq_hosting_server;port=2638)
AutoStop=no
DatabaseName=asiqdemo
AutoPreCommit=yes

3 環境変数 ODBCINI=$USERHOME/.odbc.ini をサーバに追加します。

4 必要な環境変数を設定するには、 <installation_directory>/
<bin_version>/ ディ レク ト リで sa_config.sh または sa_config.csh 
ファ イルを実行します。 こ こで、 <bin_version> は、 設定に応じて 
bin32 または bin64 を指定します。

注意  同じサーバ名、 データベース名、 ポート番号を持つ複数の 
Sybase IQ サーバを使用している場合、 ターゲッ ト  Sybase IQ サーバに
接続をキャ ッシングするサーバ名を使用します。 使用している  ETL 
サーバの .odbc.ini ファ イルで、 DoBroadcast=DIRECT 通信パラ メータを 
CommLinks 接続パラ メータに追加します。 

CommLinks=tcpip(DoBroadCast=DIRECT;
host=iq_hosting_server;port=2638)

『Sybase IQ 12.7 システム管理ガイ ド』 の 「第 3 章 Sybase IQ の接続」 の
「迅速な接続のためのサーバ名キャ ッシュ」 を参照して ください。
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Sybase IQ 12.7 および 15.0 用の Open Client ド ライバの
設定

❖ Windows での Open Client ド ライバの設定

1 次の環境変数を設定します。

SYBASE = <install_dir>\ocs
SYBASE_OCS = OCS-15_0
PATH = %SYBASE%\%SYBASE_OCS%\bin;%SYBASE%\
%SYBASE_OCS%\dll

2 dsedit ユーティ リ テ ィ を使用して、 sql.ini ファ イルでサーバのエン
ト リ を作成します。 たとえば、 次のよ うに入力します。

[myiqserver]
master=TCP,myiqhost,2638
query=TCP,myiqhost,2638

❖ UNIX および Linux での Open Client ド ライバの設定

1 インス トール ・ ディ レク ト リに移動し、 テキス ト ・ エディ タを使
用して、 GridNode.sh ファ イルを開きます。

2 次の行のコ メン ト を解除して、 環境変数を設定します。

#SYBASE=<install_dir>/ocs
#export SYBASE
#SYBASE_OCS=OCS-15_0
#export SYBASE_OCS
#LD_LIBRARY_PATH=<install_dir>/ocs/OCS15_0/lib:${LD_LIBRARY_PATH}
#export LD_LIBRARY_PATH
#LIBPATH=<install_dir>/ocs/OCS-15_0/lib:${LIBPATH}
#export LIBPATH

3 <install_dir>/ocs/interfaces ファ イルでサーバのエン ト リ を作成し
ます。 例を示します。

myiqserver
master tcp ether myiqhost 2638
query tcp ether myiqhost 2638
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